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令和６年度当初予算（一般会計）
過去最大の予算規模 
244億5,900万円 
前年度比14億３,000万円の増（＋6.2％）

令和６年度の主な予算（重点事業）

全員賛成可決

※オンサイト貯留施設とは
　その場に降った雨を貯めて、時間をかけて流すことで浸水被害を軽減させる施設（下水道課への聞き取りによる）

6,900 万円

市内店舗での消費を喚起し、小規模事業者を支援
（発行額３億円・プレミアム率30％）

物価高騰対策

プレミアム商品券発行事業

1億 4,200 万円

築地川排水区域内の公共施設にオンサイト貯留施設※を設置
（道路冠水や床下・床上浸水被害を軽減）

治水・災害対策

雨水貯留施設工事、実施設計

6,736 万円

新体育館の敷地全体の基本設計や地質調査

公共施設の更新

新体育館建設事業
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　予算審査特別委員会を設置し、3月１日、4日、5日、6日の4日間審査しました。  
　委員会での議論をふまえ、執行にあたっては、次の4点に留意するよう意見をつけ
ました。

予算審査特別委員会からの意見

 城山公園整備について
⃝城山公園の管理については、適正な費用負担を確認
すること。
⃝総合公園として運営体制をしっかりと構築していく
こと。特に、ボートやバーベキュー広場の利用につ
いては、今まで以上に安全対策を強化したうえで運
営すること。

 広報配布等業務委託料について
⃝区長会との合意事項に沿って、行政区との契約を進
めていき、令和７年度に持ち越しがないように、令
和６年度はしっかりと整理すること。

 重層的支援体制整備事業について
　各課の相談事業や生活支援体制など従来の取り組み
がどのように進化しているのか、事業の流れや全体像
が見えにくくなっている。

⃝コミュニティ推進課、子育て支援課、長寿支援課、
福祉課など関係機関が情報を共有し連携して計画的
に事業を進めていくこと。

 オンサイト貯留施設について
⃝予算の無駄がないよう効率的に実施していくこと。

⃝議会に対して必要な報告は速やかに行うこと。

⃝学校施設においては学習活動に支障がないように十
分配慮されること。

▲たなばた地域運動広場
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今
回
の
研
修
内
容

⒈ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

意
識
的
・
無
意
識
的
に
特
定
・
不
特
定
多

数
を
問
わ
ず
不
快
な
想
い
を
さ
せ
、
苦
痛

を
与
え
、
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
さ
せ
る

行
為
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

⒉ 

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動

②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え

た
も
の

③
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も
の

　

①
〜
③
す
べ
て
を
満
た
す
も
の

⒊ 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

職
場
で
労
働
者
の
意
に
反
す
る
性
的
な
言

動
に
よ
り
、
労
働
者
が
労
働
条
件
で
不
利

益
を
受
け
た
り
、
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

こ
と
。

⒋ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
未
然
防
止

①
シ
グ
ナ
ル
を
見
逃
さ
な
い

②
話
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
を
心
が
け
る

こ
と
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、

学
び
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
１
月
15
日
、
講
師
に
皆
川
博

信
氏
を
迎
え
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
よ
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
正
し
い
知
識
を
学
び
、
日
頃
の
議
員
の

行
動
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
し
な
い
か

再
確
認
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
は
市
民
や
職

員
へ
の
接
し
方
に
お
い
て
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
に

は
組
織
的
な
防
止
対
策
を
と
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
理
解
を

深
め
、
そ
の
上
で
傍
観
者
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
、
人
と
人
の
繋
が
り
や
信

頼
関
係
の
構
築
が
大
切
で
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
企
画
　
議
員
研
修
会

議
会
と
し
て
指
針
を
作
成
す
る
こ
と
を
確
認

　

令
和
５
年
12
月
議
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
「
議
会
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
特
別
委
員
会
」
は
、
３
月
ま
で
に
計
４

回
の
会
議
を
開
き
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
方
策

と
事
案
が
発
生
し
た
と
き
の
解
決
法
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
論
点
整
理

①
議
会
は
防
止
と
解
決
の
た
め
の
指
針
を
作
成
す
る
。

②
職
員
の
相
談
窓
口
、
第
３
者
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
市

の
条
例
で
対
応
で
き
な
い
か
市
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
検

討
委
員
会
と
調
整
す
る
。

③
議
員
同
士
、
議
員
と
市
民
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
県
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
条
例
で
対
応
す
る
。

市
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
検
討
委
員
会
と
意
見
交
換

　

こ
れ
ま
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
３
月
21
日
に

は
、
同
じ
く
令
和
５
年
12
月
に
設
置
さ
れ
た
市
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
検
討
委
員
会
（
大
学
教
授
、
弁
護
士
、
社
会

保
険
労
務
士
、
有
識
者
５
名
で
構
成
）
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
特
に
、
職
員
が
議
員
か
ら
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
行
為
を
受
け
た
と
き
の
相
談
窓
口
と
第
３
者
委

員
会
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
市
の
検
討
委
員

会
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
丁

寧
に
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
指
針
の
作
成
を
目

指
し
ま
す
。

議会ハラスメント対策特別委員会の動き
あらゆるハラスメントをなくし職員も議員も快適に働くために
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今
回
の
研
修
で
は
地
域
で
子
ど
も
が
育

つ
た
め
に
は
、
施
設
、
人
員
、
質
を
今
以

上
に
確
保
す
る
こ
と
、
児
童
へ
の
支
援
、

さ
ら
に
家
族
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
充
実
及
び
様
々
な

課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
地
域
と
の
連
携

支
援
体
制
を
早
期
に
つ
く
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
２
月
19
日
に
社
会
福
祉
法
人

こ
ぐ
ま
福
祉
会
よ
り
講
師
を
迎
え
議
員
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
の
児
童
生
徒
数
は
減
少
傾
向
だ
が

障
が
い
児
は
増
加
し
て
お
り
、
小
郡
市
も

同
様
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
市

の
施
設
や
人
員
は
不
足
し
て
い
る
。
ま
た

施
設
で
は
一
部
、
質
の
確
保
が
必
要
で
あ

る
。

　

子
ど
も
支
援
は
３
本
柱
①
発
達
支
援
②

家
族
へ
の
支
援
③
地
域
と
の
連
携
支
援
が

必
要
で
あ
り
、
①
②
は
体
制
が
整
っ
て
い

る
が
③
は
連
携
に
課
題
が
あ
る
。
早
期
の

構
築
が
必
要
で
あ
る
。

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
企
画
　
議
員
研
修
会

　
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
令
和
6
年
1
月
23

日
に
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
担
い
手
不
足
確
保
が
難
し
く
な
っ

た
理
由
と
し
て

①
業
務
量
が
多
く
負
担
で
あ
り
、
活
動
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。

②
民
生
委
員
の
制
度
や
活
動
内
容
が
分
か
り
に
く
く
、
住

民
の
理
解
を
得
に
く
い
。

③
地
域
の
高
齢
化
と
高
齢
者
の
就
労
率
の
上
昇
で
、
適
任

者
を
探
し
に
く
い
。

④
民
生
委
員
活
動
費
が
十
分
で
な
い
。

以
上
の
内
容
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

長
年
の
間
に
地
域
の

状
況
は
激
変
し
て
い
る

の
に
対
し
、
制
度
そ
の

も
の
が
そ
ぐ
わ
な
く
な

り
限
界
に
近
付
い
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

小
郡
市
は
国
の
動
向
に

注
視
し
な
が
ら
、
改
善

に
向
け
て
積
極
的
に
動

い
て
い
く
べ
き
で
す
。

民生委員・児童委員との意見交換会

発
達
が
気
に
な
る

　
　
子
の
現
状
に
つ
い
て
　

講 

師
　
林 

智
香
子 

氏

小
郡
市
に
お
け
る

　
子
ど
も
に
関
す
る
自
治
体
と
の

　
　
　
連
携
お
よ
び
現
状
と
課
題

講 

師
　
入
部 

祥
子 

氏
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令和
5年度 福岡県中部十一市議会議長会議員研修会

主催 太宰府市議会 会場 九州国立博物館 日時 令和6年1月24日

　中部十一市議会議長会議員研修会は、各市議会が持ち回りで開催され、今回は、令和発祥の

都太宰府市で行われました。元号の令和は日本最古の歌集「万葉集」に収められた梅花の歌

三十二首の序文にある「初春の令月にして、気淑く風和ぎ、梅は鏡前の粉を披き、蘭は

珮後の香を薫ず」（しょしゅんのれいげつにして、きよくかぜやわらぎ、うめはきょ

うぜんのこをひらき、らんははいごのこうをくんず）の文言を引用したものです。

　研修会は九州国立博物館館長富田淳氏が、演題「王義之から菅原道真へ」で講演されました。

王義之は４世紀前半の中国を代表する書家で、特に「蘭亭序」などは後世の書家の軌範とされ

ています。

　

三
国
小
学
校
６
年
生
（
５
ク
ラ
ス
、
１
５

８
名
）
が
議
場
の
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
市

議
会
か
ら
は
議
会
の
仕
組
み
や
議
員
の
仕
事

に
つ
い
て
説
明
を
行
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
し

た
が
、
「
小
郡
市
は
ど
ん
な
街
に
な
っ
た
ら

嬉
し
い
で
す
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
子

ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
場
所
」
な
ど
沢
山
の
意

見
や
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
真
っ
す
ぐ
な
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
聞
き
、
議
員
と
し
て
更
に
身
が
引
き

締
ま
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

（
議
会
運
営
委
員
会
）

２月15日・16日三国小学校６年生　議場見学

中部十一市は「那珂川市・宗像市・古賀市・朝倉市・糸島市・福津市・大野城市・春日市・筑紫野市・太宰府市・小郡市」です。


